
イ
ン
ド
共
和
国
西
部
マ
ハ
ー
ラ
ー
シ
ュ
ト
ラ
州
に
は
、
今
日
イ
ン
ド
に
現
存
す
る
石
窟
寺
院
千
二
百
窟
余
の
う
ち
約
一
千
窟
が
集
中

し
て
い
る
(1)

。
同
州
第
二
の
都
市
プ
ネ
ー
の
北
方
約
九
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
ジ
ュ
ン
ナ
ル
石
窟
は
、
同
名
の
町
を
囲
む
四
つ

の
丘
陵
に
穿
た
れ
た
九
支
群
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
(2)

、
主
要
窟
だ
け
で
も
百
八
十
窟
余
に
の
ぼ
る
、
イ
ン
ド
最
大
規
模
の
仏
教
石
窟
群

の
総
称
で
あ
る
[
図
ー
]
（
3）

o

開
盤
時
期
は
ヽ
建
築
様
式
や
銘
文
の
字
体
か
ら
ヽ
紀
元
前
需
四
紀

s紀
元
後
二
世
紀
頃
に
比
定
さ
れ
て

お
り
(
4
)

、
前
二
＼
後
三
世
紀
と
後
五

S
八
世
紀
に
分
け
ら
れ
る
イ
ン
ド
の
石
窟
造
営
時
期
(5)

の
う
ち
、
前
期
を
ほ
ぽ
通
し
て
造
営
さ
れ

た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

ジ
ュ
ン
ナ
ル
石
窟
は
、
窟
数
に
比
し
て
銘
文
数
も
豊
富
で
あ
る
た
め
、
文
字
資
料
に
重
点
を
置
く
歴
史
学
分
野
に
お
い
て
は
、
古
代

社
会
を
知
る
上
で
の
有
益
な
資
料
と
し
て
、
し
ば
し
ば
考
察
対
象
に
含
め
ら
れ
て
き
た
。
一
方
で
、
装
飾
表
現
が
き
わ
め
て
少
な
い
た

ジ
ュ
ン
ナ
ル
石
窟
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
の
造
営
意
義
に
関
す
る
一
考
察

は
じ
め
に

ー
銘
文
と
フ
ァ
サ
ー
ド
彫
刻
を
手
掛
か
り
と
し
て
1

1
0九

ジ
ュ
ン
ナ
ル
石
窟
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
の
造
営
意
義
に
関
す
る
一
考
察
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ジ
ュ
ン
ナ
ル
石
窟
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
の
造
営
意
義
に
関
す
る
一
考
察

め
、
ア
ジ
ャ
ン
タ
ー
石
窟
や
エ
ロ
ー
ラ
石
窟
な
ど
豪
奢
に
荘
厳
さ
れ
た
石
窟
寺
院
に
考
察
が
集
中
し
て
い
る
美
術
史
分
野
に
あ
っ
て
は
、

研
究
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
殆
ど
無
か
っ
た
。
銘
文
記
録
な
ど
の
文
字
資
料
が
あ
く
ま
で
古
代
社
会
像
の
イ
メ
ー
ジ
を

推
察
さ
せ
る
に
過
ぎ
な
い
の
に
対
し
て
、
美
術
表
現
は
そ
れ
ら
を
具
体
的
に
視
覚
化
し
て
伝
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
双
方
を
両
立
さ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
石
窟
寺
院
造
営
を
促
し
た
社
会
的
様
相
を
よ
り
明
確
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
見
地
に
お
い
て
、

ジ
ュ
ン
ナ
ル
石
窟
の
建
築
様
式
や
数
少
な
い
彫
刻
は
、
豊
富
な
銘
文
資
料
と
併
せ
て
考
察
さ
れ
る
に
十
分
な
資
料
的
価
値
を
有
し
て
い

る
。
そ
の
中
で
も
、
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
丘
陵
に
位
置
す
る
ブ
ド
・
レ
ー
ナ
ー
石
窟
の
チ
ャ
イ
テ
ィ
ア
窟
、
す
な
わ
ち
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー

第
四
+
窟
[
図
2
]
は
、
そ
の
フ
ァ
サ
ー
ド
に
お
い
て
、
ジ
ュ
ン
ナ
ル
石
窟
中
最
も
豊
富
な
彫
刻
作
例
を
有
し
、
銘
文
も
刻
出
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
美
術
史
分
野
か
ら
の
詳
細
な
考
察
と
文
字
資
料
と
の
照
合
を
通
し
て
、
古
代
社
会
像
を
よ
り
具
体
的
に
知
る
こ
と
を

可
能
と
す
る
研
究
対
象
で
あ
る
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
フ
ァ
サ
ー
ド
に
見
ら
れ
る
造
形
要
素
に
つ
い
て
詳
述
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
、

銘
文
の
字
体
と
内
容
の
分
析
を
並
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
造
営
年
代
に
対
す
る
見
解
を
与
え
る
。
次
に
、
特
に
注
目
さ
れ
る
造
形
要

素
に
つ
い
て
、
同
時
代
の
美
術
表
現
と
の
関
連
性
か
ら
検
討
を
加
え
る
と
と
も
に
、
造
営
時
期
の
社
会
的
様
相
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す

る
。
結
果
と
し
て
、
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
フ
ァ
サ
ー
ド
の
造
形
要
素
と
銘
文
記
録
か
ら
、
先
行
の
石
窟
研
究
に
お
い
て
は
明

ら
か
に
さ
れ
な
か
っ
た
、
よ
り
具
体
的
な
紀
元
前
後
の
イ
ン
ド
社
会
像
を
提
示
し
た
い
。
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マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
堂
内
の
造
形
的
特
徴
と
造
営
年
代

マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
丘
陵
は
、
ジ
ュ
ン
ナ
ル
の
南
方
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
北
西

S
東
南
方
向
に
延
び
て
お
り
、
そ
の
北
側

崖
面
約
一
・
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
幅
に
お
い
て
、
東
側
か
ら
ビ
マ
ー
・
シ
ャ
ン
カ
ル
、
ア
ン
ビ
カ
ー
、
ブ
ド
・
レ
ー
ナ
ー
の
三
石
窟
群
が

分
布
し
て
い
る
。
イ
ン
ド
考
古
局
は
、
こ
れ
ら
三
支
群
を
統
合
し
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
石
窟
と
し
て
窟
番
号
を
付
し
て
お
り
、
第
一
窟

S
第
十
七
窟
が
ビ
マ
ー
・
シ
ャ
ン
カ
ル
石
窟
、
第
十
八
窟
＼
第
三
十
四
窟
が
ア
ン
ビ
カ
ー
石
窟
、
第
三
十
五
窟

S
第
五
十
五
窟
が
ブ
ド
・

レ
ー
ナ
ー
石
窟
と
な
っ
て
い
る
(6)

。
通
常
‘
―
つ
の
石
窟
群
は
チ
ャ
イ
テ
ィ
ア
窟
（
礼
拝
窟
）
一
窟
と
複
数
の
ヴ
ィ
ハ
ー
ラ
窟
（
僧
院

窟
）
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
仏
教
僧
院
と
し
て
機
能
し
て
お
り
、
プ
ド
・
レ
ー
ナ
ー
石
窟
に
お
い
て
も
、
本
稿
の
考
察
対
象
で
あ
る
第

四
十
窟
が
、
窟
群
中
唯
一
の
チ
ャ
イ
テ
ィ
ア
窟
で
あ
る
。

北
東
面
に
開
口
す
る
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
あ
る
い
は
ブ
ド
・
レ
ー
ナ
ー
石
窟
チ
ャ
イ
テ
ィ
ア
窟
は
、
長
方
形
の
堂
内
が
円

形
の
奥
壁
で
閉
じ
ら
れ
た
馬
蹄
型
プ
ラ
ン
を
呈
し
て
お
り
、
奥
壁
の
形
状
は
そ
の
前
面
に
彫
り
だ
さ
れ
た
ス
ト
ゥ
ー
パ
（
仏
塔
）
に
沿

う
よ
う
意
図
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
[
図

3
r
右
側
壁
に
は
四
本
の
柱
が
彫
り
だ
さ
れ
る
の
に
対
し
[
図

4
Y
左
側
壁
は
切
り
込
み
を

入
れ
た
段
階
で
放
棄
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
左
側
壁
も
同
様
に
列
柱
式
と
し
、
左
右
の
列
柱
に
よ
っ
て
堂
内
を
身
廊
と
側
廊
に
分
割

す
る
計
画
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
身
廊
の
幅
と
開
口
部
の
幅
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
右
側
壁
が
ス
ト
ゥ
ー
パ
脇

で
直
線
的
に
切
り
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
般
的
な
チ
ャ
イ
テ
ィ
ア
窟
の
形
式
と
同
様
に
、
奥
壁
に
も
ス
ト
ゥ
ー
パ
の
周
囲
に
列

柱
を
配
し
、
聖
的
装
置
の
周
囲
を
歩
い
て
礼
拝
す
る
た
め
の
通
路
、
い
わ
ゆ
る
プ
ラ
ダ
ク
シ
ナ
・
パ
タ
（
続
道
）
と
す
る
意
図
が
あ
っ

た
も
の
と
推
察
さ
れ
る

(
7
)
0

右
列
柱
は
柱
頭
お
よ
び
柱
基
を
持
た
ず
、
床
面
と
ド
ー
ム
型
天
井
の
基
部
を
支
え
る
水
平
帯
の
部
分
に
八
角
の
柱
軸
が
直
に
接
し
て

ジ
ュ
ン
ナ
ル
石
窟
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
の
造
営
意
義
に
関
す
る
一
考
察

第
一
章



ジ
ュ
ン
ナ
ル
石
窟
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
の
造
営
意
義
に
関
す
る
一
考
察

い
る
。
柱
軸
の
床
面
に
近
い
部
分
に
切
り
込
み
の
よ
う
な
も
の
が
見
ら
れ
る
が
、
柱
基
を
つ
く
ろ
う
と
し
た
も
の
か
ど
う
か
は
断
定
し

得
な
い
。
石
窟
寺
院
の
柱
の
様
式
は
、
最
初
期
に
お
い
て
は
柱
軸
の
み
の
無
装
飾
柱
で
、
次
段
階
で
柱
基
、
続
い
て
柱
頭
が
設
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
(8)
。
柱
の
様
式
の
み
か
ら
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
の
造
営
年
代
を
考
え
る
と
、
無
装
飾
で
柱
軸
の
み
の
八
角
柱

で
あ
る
た
め
、
早
い
時
期
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
様
の
柱
軸
の
み
の
様
式
に
お
い
て
も
、
バ
ー
ジ
ャ
ー
第

十
二
窟
な
ど
、
紀
元
前
後
頃
ま
で
を
造
営
年
代
と
す
る
最
初
期
の
石
窟
の
み
に
見
ら
れ
る
柱
の
内
傾
(9)

は
、
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四

十
窟
に
お
い
て
は
示
さ
れ
ず
直
立
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
の
柱
は
、
紀
元
後
一
世
紀
を
下
る
様
式
的
特

徴
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
柱
基
を
も
つ
最
初
の
例
で
あ
る
ナ
ー
シ
ク
第
十
八
窟
の
列
柱
に
刻
出
さ
れ
た
銘
文
が
紀
元

後
一
世
紀
中
葉
に
比
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
(10)
、
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
は
こ
れ
と
同
時
期
か
、
や
や
遡
る
と
仮
定
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
の
早
期
造
営
と
い
う
仮
説
は
、
ス
ト
ゥ
ー
パ
の
様
式
に
よ
っ
て
補
強
さ
れ
る
。
ス
ト
ゥ
ー
パ
の
様
式

は
、
紀
元
前
一
世
紀
頃
ま
で
の
最
初
期
に
お
い
て
は
円
筒
形
の
基
壇
上
に
半
球
状
の
覆
鉢
が
載
せ
ら
れ
、
頂
部
に
平
頭
と
呼
ば
れ
る
欄

楯
を
置
く
構
造
を
と
り
、
基
壇
．
覆
鉢
と
も
に
装
飾
は
一
切
施
さ
れ
な
い
。
時
代
を
下
る
と
、
平
頭
上
に
逆
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
柱
頭
状

の
要
素
が
付
加
さ
れ
て
、
そ
の
上
に
傘
竿
、
傘
蓋
が
載
せ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
基
壇
上
縁
部
は
欄
楯
帯
で
装
飾
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

(
1
1
)
0

マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
の
ス
ト
ゥ
ー
パ
は
、
基
壇
と
覆
鉢
の
み
で
構
成
さ
れ
る
無
装
飾
の
も
の
で
、
未
完
の
堂
内
に
あ
っ
て
表

面
が
整
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
完
型
に
あ
る
と
見
な
し
て
よ
い
[
図
5
]
o
従
っ
て
、
ス
ト
ゥ

1
パ
の
様
式
の
み
か
ら
マ
ー
ン
モ
ー

デ
ィ
ー
第
四
十
窟
の
造
営
年
代
を
考
え
る
と
、
紀
元
前
一
世
紀
を
下
ら
な
い
と
推
定
さ
れ
る
。
同
じ
堂
内
の
構
成
要
素
の
う
ち
、
列
柱

が
紀
元
後
一
世
紀
初
頭
の
様
式
的
特
徴
を
示
す
の
に
対
し
、
ス
ト
ゥ
ー
パ
は
そ
れ
を
遡
る
古
拙
様
式
を
示
す
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
二
つ

の
要
素
の
考
察
結
果
に
お
い
て
、
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
の
造
営
年
代
は
紀
元
前
一
世
紀

S
紀
元
後
一
世
紀
中
葉
の
幅
を
も
っ



て
仮
定
さ
れ
る
。

マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
フ
ァ
サ
ー
ド
の
銘
文
お
よ
び
造
形
的
特
徴
と
造
営
年
代

柱
と
ス
ト
ゥ
ー
パ
の
様
式
的
考
察
か
ら
得
ら
れ
た
幅
の
広
い
造
営
年
代
は
、
フ
ア
サ
ー
ド
に
つ
い
て
同
様
に
様
式
的
考
察
を
行
な
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
絞
り
込
む
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
入
口
上
部
の
半
円
区
画
内
に
刻
出
さ
れ
た
銘
文
は
、
石
窟
玄
関
の
寄
進
を
記
録
し

て
い
る
(12)

こ
と
か
ら
、
銘
文
が
フ
ァ
サ
ー
ド
造
営
と
同
時
期
に
刻
ま
れ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
銘
文
の
字
体
分
析
と
造
形
要
素
の
様

式
的
考
察
を
並
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
確
実
な
造
営
年
代
の
比
定
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
前
期
仏
教
石
窟
の
銘
文
の

字
体
を
包
括
的
に
分
析
し
た
二
つ
の
先
行
研
究
は
、
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
と
同
時
期
の
字
体
を
も
つ
銘
文
と
し
て
、
ナ
ー
シ

ク
第
十
八
窟
堂
内
の
柱
に
刻
出
さ
れ
た
も
の
（
以
下
、
ナ
ー
シ
ク
第
十
八
窟
銘
文
と
呼
ぶ
）
を
一
致
し
て
挙
げ
て
い
る
(13)°

ナ
ー
シ
ク

第
十
八
窟
銘
文
は
、
ハ
ク
シ
リ
王
の
孫
娘
に
よ
る
石
窟
造
営
の
寄
進
を
記
録
し
て
お
り
(14)

、
ジ
ュ
ン
ナ
ル
石
窟
の
西
方
約
三
十
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
に
位
置
す
る
ナ
ー
ナ
ー
ガ
ー
ト
石
窟
の
銘
文
に
も
、
ハ
ク
シ
リ
と
い
う
名
が
確
認
さ
れ
る
(15)
。
ハ
ク
シ
リ
と
は
、
デ
カ
ン
一
帯
を

掌
握
し
た
サ
ー
タ
ヴ
ァ
ー
ハ
ナ
朝
第
三
代
サ
ー
タ
カ
ル
ニ
の
息
子
で
あ
り
(16)
、
サ
ー
タ
カ
ル
ニ
の
支
配
年
代
は
紀
元
前
十
二
年
か
ら
紀

元
後
四
十
四
年
と
比
定
さ
れ
て
い
る
(17)
。
サ
ー
タ
カ
ル
ニ
の
長
期
支
配
は
、
彼
の
存
命
中
に
す
で
に
後
継
世
代
が
成
人
年
齢
に
達
し
て

い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
、
サ
ー
タ
カ
ル
ニ
と
孫
の
活
動
年
代
に
は
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
開
き
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
ナ
ー

シ
ク
第
十
八
窟
銘
文
は
紀
元
後
一
世
紀
第
二
お
よ
び
第
三
四
半
期
頃
に
刻
出
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
、
こ
れ
と
類
似
し
た
字
体
形
式
を
示

す
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
銘
文
も
ま
た
、
同
時
期
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ジ
ュ
ン
ナ
ル
石
窟
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
の
造
営
意
義
に
関
す
る
一
考
察

第
二
章

三



ジ
ュ
ン
ナ
ル
石
窟
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
の
造
営
意
義
に
関
す
る
一
考
察

マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
の
フ
ア
サ
ー
ド
は
、
上
部
と
左
右
に
帯
状
の
枠
が
巡
ら
さ
れ
、
長
方
形
を
形
成
し
て
い
る
。
左
右
の

帯
は
、
こ
の
長
方
形
の
上
辺
と
下
辺
の
中
間
地
点
ま
で
延
び
て
い
る
。
こ
の
点
は
枠
の
内
側
に
お
い
て
、
チ
ャ
イ
テ
ィ
ア
・
ア
ー
チ
と

呼
ば
れ
る
半
円
形
の
尖
頭
ア
ー
チ
の
基
点
に
あ
た
り
、
ア
ー
チ
の
尖
頭
部
分
は
上
部
帯
の
下
辺
中
央
部
分
に
接
し
て
い
る
。
同
型
ア
ー

チ
の
縮
小
形
は
、
上
部
と
左
右
の
枠
に
も
表
さ
れ
て
い
る
[
図

6
r
上
部
帯
の
場
合
ヽ
下
側
三
分
の
ご
を
白
め
る
欄
楯
文
様
上
に
水
平

方
向
に
七
つ
の
チ
ャ
イ
テ
ィ
ア
・
ア
ー
チ
が
並
ん
で
お
り
、
尖
頭
は
上
辺
に
接
し
て
い
る
。
ア
ー
チ
間
の
空
間
も
欄
楯
文
で
埋
め
ら
れ
、

そ
の
上
に
は
さ
ら
に
寸
法
を
縮
小
し
た
チ
ャ
イ
テ
ィ
ア
・
ア
ー
チ
が
表
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
左
右
帯
は
欄
楯
文
に
よ
っ
て
垂
直

方
向
に
区
画
さ
れ
て
い
る
。
上
部
帯
と
同
様
、
欄
楯
文
様
上
に
小
型
の
チ
ャ
イ
テ
ィ
ア
・
ア
ー
チ
を
載
せ
、
ア
ー
チ
両
側
の
空
間
を
欄

楯
文
で
飾
り
、
そ
の
上
に
さ
ら
に
小
型
の
チ
ャ
イ
テ
ィ
ア
・
ア
ー
チ
を
置
い
て
い
る
。

長
方
形
の
枠
内
の
大
チ
ャ
イ
テ
ィ
ア
・
ア
ー
チ
は
、
尖
頭
部
両
側
と
左
右
枠
の
間
に
水
平
帯
が
巡
ら
さ
れ
、
そ
の
上
に
人
物
像
と
ス

ト
ゥ
ー
パ
が
表
さ
れ
て
い
る
[
図

7
r
ァ
ー
チ
の
尖
頭
を
挟
ん
で
立
つ
二
刈
の
像
に
つ
い
て
は
、
鳥
人
ガ
ル
ダ
と
竜
王
ナ
ー
ガ
で
ぁ
る

と
す
る
説
、
ガ
ル
ダ
を
有
翼
の
天
人
と
す
る
説
な
ど
、
絶
対
的
な
同
定
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
問
題
は
次
章
に
お
い
て
詳
細
な
検

討
を
加
え
る
の
で
、
こ
こ
で
は
概
略
的
な
説
明
に
と
ど
め
て
お
く
。

左
右
に
表
さ
れ
た
ス
ト
ゥ
ー
パ
[
図
8
]
は
ヽ
基
壇
、
覆
鉢
、
平
頭
、
柱
頭
、
傘
竿
、
傘
蓋
に
よ
つ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
基
壇
と

覆
鉢
の
み
の
初
期
的
様
式
を
示
す
堂
内
の
ス
ト
ゥ
ー
パ
よ
り
年
代
的
に
下
る
様
式
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
実
際
に
は
、
最
初

期
の
例
に
限
ら
ず
、
石
窟
寺
院
の
堂
内
に
彫
り
だ
さ
れ
た
石
製
ス
ト
ゥ
ー
パ
に
は
、
傘
竿
と
傘
蓋
が
現
存
し
な
い
も
の
が
多
い
。
こ
れ

は
、
木
製
の
傘
竿
と
傘
蓋
を
柱
頭
上
に
差
し
込
む
場
合
が
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
、
ベ
ー
ド
サ
ー
第
七
窟
[
図
，
]
や
力

l

ル
レ
ー
第
八
窟
な
ど
、
木
製
傘
竿
と
傘
蓋
を
残
す
例
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
。
石
製
の
傘
竿
と
傘
蓋
が
登
場
す
る
の
は
、
チ
ャ
イ
テ
ィ
ア

窟
が
平
天
井
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
紀
元
後
二
世
紀
中
葉
以
降
で
、
傘
蓋
が
天
井
に
接
す
る
形
式
が
一
般
的
で
あ
る
(18)

。
マ
ー
ン
モ
ー

―
―
四



デ
ィ
ー
第
四
十
窟
フ
ァ
サ
ー
ド
に
表
さ
れ
た
ス
ト
ゥ
ー
パ
は
、
傘
蓋
と
上
辺
の
間
に
空
間
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
紀
元
後
二
世
紀
中

葉
に
登
場
す
る
、
傘
蓋
と
天
井
が
接
す
る
一
枚
石
の
ス
ト
ゥ
ー
パ
で
は
な
く
、
そ
れ
以
前
に
一
般
的
で
あ
っ
た
、
柱
頭
上
に
木
製
傘
竿

と
傘
蓋
を
差
し
込
む
形
式
の
ス
ト
ゥ
ー
パ
を
模
し
た
可
能
性
が
高
い
。
フ
ァ
サ
ー
ド
外
枠
の
小
チ
ャ
イ
テ
ィ
ア
・
ア
ー
チ
に
お
い
て
は
、

木
製
の
肋
材
の
模
刻
な
ど
細
部
表
現
が
行
き
届
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ス
ト
ゥ
ー
パ
の
基
壇
が
無
装
飾
で
あ
る
の
は
細
部
表
現
の
省
略

で
は
な
く
、
無
装
飾
の
も
の
と
し
て
表
さ
れ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
基
壇
上
部
に
欄
楯
文
様
の
帯
が
巡
ら
さ
れ
る
例
は
、
ナ
ー
シ

ク
第
十
八
窟
の
ス
ト
ゥ
ー
パ
が
最
初
の
例
と
考
え
ら
れ
る
(19)

こ
と
か
ら
、
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
フ
ァ
サ
ー
ド
の
ス
ト
ゥ
ー
パ

は
、
こ
れ
を
や
や
遡
る
紀
元
前
後
の
転
換
期
か
ら
紀
元
後
一
世
紀
中
葉
に
年
代
付
け
ら
れ
、
先
に
堂
内
の
列
柱
の
様
式
か
ら
推
定
し
た

石
窟
の
造
営
年
代
お
よ
び
銘
文
年
代
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

ス
ト
ゥ
ー
パ
と
一
対
の
像
を
載
せ
る
水
平
帯
、
大
チ
ャ
イ
テ
ィ
ア
・
ア
ー
チ
、
外
枠
に
閉
じ
ら
れ
た
三
角
形
の
空
間
の
う
ち
、
向
か
っ

て
右
側
に
方
形
の
周
壁
の
よ
う
な
も
の
に
囲
ま
れ
た
聖
樹
の
表
現
が
確
認
さ
れ
る
[
図
lO]o
聖
樹
に
は
花
網
が
掛
け
ら
れ
ヽ
頂
部
か
ら

は
傘
竿
と
傘
蓋
が
伸
び
て
い
る
。
そ
の
左
側
に
表
さ
れ
た
判
別
不
明
の
要
素
は
、
聖
樹
表
現
に
お
け
る
一
般
的
な
図
像
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

照
合
す
る
と
、
聖
樹
に
花
綱
を
か
け
る
天
人
を
表
そ
う
と
し
た
可
能
性
が
高
い
。
初
期
仏
教
に
お
い
て
は
、
仏
陀
や
高
僧
は
人
格
化
表

現
を
許
さ
な
い
ほ
ど
偉
大
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
仏
教
発
生
以
前
か
ら
民
間
で
広
く
信
仰
さ
れ
て
き
た
、
聖
樹
な
ど
の
要

素
が
そ
の
表
象
物
と
し
て
採
り
入
れ
ら
れ
た
。
仏
教
美
術
お
よ
び
イ
ン
ド
彫
刻
の
起
点
と
い
わ
れ
る
、
バ
ー
ル
フ
ト
の
ス
ト
ゥ
ー
パ
を

囲
む
欄
楯
に
施
さ
れ
た
メ
ダ
イ
ヨ
ン
浮
彫
に
お
い
て
も
す
で
に
、
仏
陀
の
象
徴
と
し
て
の
菩
提
樹
を
礼
拝
す
る
場
面
が
数
例
見
出
さ
れ

る
(20)°

し
か
し
な
が
ら
聖
樹
は
、
石
窟
寺
院
の
装
飾
モ
チ
ー
フ
と
し
て
は
、
ス
ト
ゥ
ー
パ
、
法
輪
、
三
宝
標
ほ
ど
使
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、

一
方
バ
ー
ル
フ
ト
を
起
点
と
す
る
ス
ト
ゥ
ー
パ
建
築
に
お
い
て
は
頻
出
す
る
。
サ
ー
タ
ヴ
ァ
ー
ハ
ナ
朝
第
三
代
サ
ー
タ
カ
ル
ニ
の
エ
人

に
よ
る
寄
進
銘
を
も
つ
こ
と
か
ら
、
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
と
年
代
的
に
近
接
す
る
と
思
わ
れ
る
サ
ー
ン
チ
ー
第
一
塔
塔
門

g

ジ
ュ
ン
ナ
ル
石
窟
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
の
造
営
意
義
に
関
す
る
一
考
察

―
―
五



ジ
ュ
ン
ナ
ル
石
窟
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
の
造
営
意
義
に
関
す
る
一
考
察

に
も
、
聖
樹
礼
拝
図
が
少
な
か
ら
ず
表
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
象
徴
表
現
の
点
に
お
い
て
、
ス
ト
ゥ
ー
パ
建
築
が
多
く
生
み
出
さ
れ

た
中
イ
ン
ド
と
、
石
窟
寺
院
の
主
要
分
布
地
域
で
あ
る
西
イ
ン
ド
と
の
関
連
を
示
唆
し
て
い
る
。

マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
の
造
形
要
素
の
う
ち
、
造
営
年
代
を
最
も
確
実
に
示
し
て
い
る
の
が
、
入
口
開
口
部
と
大
チ
ャ
イ
テ
ィ

ア
・
ア
ー
チ
で
あ
る
。
チ
ャ
イ
テ
ィ
ア
・
ア
ー
チ
は
、
チ
ャ
イ
テ
ィ
ア
窟
の
フ
ァ
サ
ー
ド
装
飾
に
お
い
て
、
中
央
部
分
を
大
き
く
占
め

る
重
要
な
造
形
要
素
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
造
営
年
代
に
よ
る
様
式
変
遷
を
明
確
に
辿
る
こ
と
が
で
き
る
。
最
初
期
の
例
は
、
バ
ー

ジ
ャ
ー
第
十
二
窟
[
図
n
]
ゃ
コ
ー
ン
ダ
1

ネ
1

第
云
屈
に
見
出
さ
れ
ヽ
チ
ヤ
ィ
テ
イ
ァ
•
ァ

1

チ
は
入
口
と
L
体
化
し
ヽ
ア
l

チ
部

分
か
ら
地
表
ま
で
完
全
に
開
か
れ
て
い
る
。
第
二
段
階
を
示
す
の
は
ア
ジ
ャ
ン
タ
ー
第
九
窟
と
ナ
ー
シ
ク
第
十
八
窟
[
図
lz]
で
ヽ
窓

と
し
て
の
チ
ャ
イ
テ
ィ
ア
・
ア
ー
チ
と
入
口
が
上
下
に
分
け
ら
れ
た
二
重
構
造
と
な
る
。
ベ
ー
ド
サ
ー
第
七
窟
[
図
認
]
に
お
い
て
示

さ
れ
る
第
三
段
階
は
、
ヴ
ェ
ラ
ン
ダ
の
付
設
と
い
う
、
チ
ャ
イ
テ
ィ
ア
窟
の
フ
ァ
サ
ー
ド
に
お
け
る
最
大
の
構
造
的
変
化
を
見
せ
る
。

そ
の
後
カ
ー
ル
レ
ー
第
八
窟
や
カ
ー
ン
ヘ
ー
リ
ー
第
三
窟
と
い
っ
た
、
旧
来
の
ド
ー
ム
天
井
と
馬
蹄
型
プ
ラ
ン
を
保
持
す
る
チ
ャ
イ

テ
ィ
ア
窟
に
お
い
て
は
、
ヴ
ェ
ラ
ン
ダ
奥
壁
部
に
チ
ャ
イ
テ
ィ
ア
・
ア
ー
チ
と
入
口
を
分
け
た
二
重
構
造
が
保
持
さ
れ
る
一
方
、
紀
元

後
二
世
紀
中
葉
に
発
生
し
た
平
天
井
と
方
形
プ
ラ
ン
を
有
す
る
チ
ャ
イ
テ
ィ
ア
窟
に
お
い
て
は
、
フ
ァ
サ
ー
ド
前
面
に
お
け
る
ヴ
ェ
ラ

ン
ダ
付
設
が

i

般
化
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
奥
壁
に
は
簡
素
な
方
形
の
入
口
が
開
か
れ
る
の
み
と
な
り
、
チ
ャ
イ
テ
ィ
ア
・
ア
ー
チ
は

見
ら
れ
な
く
な
る

(
2
2
)
0

マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
フ
ァ
サ
ー
ド
は
、
大
チ
ャ
イ
テ
ィ
ア
・
ア
ー
チ
と
入
口
が
一
体
化
し
て
開
か
れ
て
は
お
ら
ず
、
ヴ
ェ

ラ
ン
ダ
は
付
設
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
造
営
年
代
は
バ
ー
ジ
ャ
ー
第
十
二
窟
や
コ
ー
ン
ダ
ー
ネ
ー
第
一
窟
よ
り
下
り
、
ベ
ー

ド
サ
ー
第
七
窟
を
遡
る
と
推
定
さ
れ
(23)
、
第
二
段
階
が
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
の
造
営
年
代
に
最
も
近
接
す
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
第
二
段
階
の
一
般
的
構
造
に
お
い
て
水
平
に
切
り
取
ら
れ
る
入
口
上
部
は
、
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
に
お
い
て
は
ア
ー

―
―
六



チ
型
を
呈
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
こ
か
ら
大
チ
ャ
イ
テ
ィ
ア
・
ア
ー
チ
に
至
る
三
日
月
型
の
空
間
は
窓
と
し
て
開
か
れ
ず
、
い
わ
ゆ
る

プ
ラ
イ
ン
ド
・
ア
ー
チ
（
盲
窓
）
と
し
て
作
ら
れ
て
お
り
、
半
円
形
の
区
画
内
に
半
蓮
浮
彫
が
施
さ
れ
て
い
る
。
各
蓮
弁
内
に
は
、
ガ
ジ
ャ

ラ
ク
シ
ュ
ミ
ー
と
男
女
供
養
者
像
が
表
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
主
題
と
様
式
に
つ
い
て
は
次
章
で
考
察
す
る
。

チ
ャ
イ
テ
ィ
ア
・
ア
ー
チ
と
入
口
の
間
を
窓
で
は
な
く
プ
ラ
イ
ン
ド
・
ア
ー
チ
と
す
る
例
は
他
に
確
認
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ

を
第
二
段
階
の
様
式
か
ら
の
地
域
的
変
容
と
す
る
見
解
(24)

が
こ
れ
ま
で
有
力
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
筆
者
は
、
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー

第
四
十
窟
の
ブ
ラ
イ
ン
ド
・
ア
ー
チ
は
、
フ
ァ
サ
ー
ド
開
口
部
を
入
口
と
し
て
の
実
用
性
か
ら
縮
小
し
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
る
。
な

ぜ
な
ら
、
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
の
大
チ
ャ
イ
テ
ィ
ア
・
ア
ー
チ
は
地
面
か
ら
立
ち
上
が
る
側
壁
と
自
然
に
結
ば
れ
て
お
り
[
図

14]
、
構
造
上
の
概
念
に
お
い
て
、
入
口
上
の
水
平
帯
に
独
立
し
て
載
せ
ら
れ
た
第
二
段
階
の
チ
ャ
イ
テ
ィ
ア
・
ア
ー
チ
よ
り
も
、
第
一

段
階
の
そ
れ
に
近
接
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
入
口
上
部
が
ア
ー
チ
型
を
呈
す
る
も
の
の
無
装
飾
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
第
二
段
階
の
様
式
の
よ
う
に
大
チ
ャ
イ
テ
ィ
ア
・
ア
ー
チ
と
は
別
に
入
口
上
部
に
も
チ
ャ
イ
テ
ィ
ア
・
ア
ー
チ
を
設
け
る
と
い
う

着
想
が
現
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て
、
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
フ
ァ
サ
ー
ド
に
お
け
る
開
口

部
の
構
造
は
、
バ
ー
ジ
ャ
ー
第
十
二
窟
に
代
表
さ
れ
る
最
初
期
段
階
か
ら
、
ナ
ー
シ
ク
第
十
八
窟
に
代
表
さ
れ
る
第
二
段
階
へ
の
過
渡

的
段
階
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。

マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
の
各
造
形
要
素
お
よ
び
銘
文
の
考
察
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
年
代
を
照
合
す
る
と
、
全
て
に
お
い
て

ナ
ー
シ
ク
第
十
八
窟
と
同
時
期
か
や
や
遡
る
と
い
う
共
通
項
が
見
出
さ
れ
る
。
ナ
ー
シ
ク
第
十
八
窟
は
、
サ
ー
ン
チ
ー
第
一
塔
塔
門
と

彫
刻
の
様
式
的
特
徴
が
類
似
す
る
こ
と
か
ら
、
造
営
年
代
が
同
じ
紀
元
後
一
世
紀
第
一
半
期
に
帰
せ
ら
れ
て
お
り
(25)
、
マ
ー
ン
モ
ー

デ
ィ
ー
第
四
十
窟
の
造
形
要
素
に
よ
っ
て
算
出
さ
れ
た
紀
元
前
一
世
紀
か
ら
紀
元
後
一
世
紀
中
葉
の
年
代
幅
に
含
め
る
こ
と
が
で
き

る
。
銘
文
の
字
体
形
式
に
お
い
て
は
、
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
と
ナ
ー
シ
ク
第
十
八
窟
は
、
と
も
に
紀
元
後
一
世
紀
第
二
•
第

ジ
ュ
ン
ナ
ル
石
窟
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
の
造
営
意
義
に
関
す
る
一
考
察

―
―
七



ジ
ュ
ン
ナ
ル
石
窟
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
の
造
営
意
義
に
関
す
る
一
考
察

三
四
半
期
に
帰
せ
ら
れ
る
た
め
、
様
式
的
特
徴
に
基
づ
く
ナ
ー
シ
ク
第
十
八
窟
の
造
営
年
代
と
照
合
す
る
と
、
紀
元
後
一
世
紀
第
二
四

半
期
頃
を
最
も
妥
当
な
造
営
年
代
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
の
考
察
か
ら
、
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
の
造
営
年
代
は
、
紀

元
後
一
世
紀
第
一
半
期
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

第
三
章

フ
ァ
サ
ー
ド
浮
彫
の
主
題
表
現
と
様
式
的
特
徴

ジ
ュ
ン
ナ
ル
石
窟
の
全
チ
ャ
イ
テ
ィ
ア
窟
の
う
ち
、
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
は
唯
一
、
フ
ァ
サ
ー
ド
装
飾
に
お
い
て
人
物
表

現
を
有
し
、
そ
れ
ら
は
大
チ
ャ
イ
テ
ィ
ア
・
ア
ー
チ
の
尖
頭
部
左
右
と
、
入
口
上
部
ブ
ラ
イ
ン
ド
・
ア
ー
チ
の
半
円
区
画
の
蓮
弁
内
に

確
認
さ
れ
る
。
大
チ
ャ
イ
テ
ィ
ア
・
ア
ー
チ
の
尖
頭
部
左
右
に
表
さ
れ
て
い
る
人
物
像
は
、
そ
の
位
置
関
係
か
ら
対
を
な
す
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
が
、
左
右
そ
れ
ぞ
れ
の
像
が
い
か
な
る
人
物
あ
る
い
は
神
格
を
表
し
、
ま
た
そ
れ
ら
が
対
と
な
っ
て
い
か
な
る
主
題
を
表

現
す
る
の
か
に
関
し
て
は
、
様
々
な
仮
説
が
提
出
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
絶
対
的
な
見
解
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
向
か
っ
て
左
側
の
像

[図
15]
は
、
頭
頂
に
タ
ー
バ
ン
を
結
ん
だ
よ
う
な
頭
飾
を
置
き
、
左
右
耳
染
に
大
き
な
耳
飾
り
を
着
け
て
、
顔
を
や
や
右
肩
側
へ
傾

け
て
い
る
。
両
上
腕
部
に
は
腕
釧
を
着
け
、
腰
に
巻
い
た
帯
の
端
を
体
の
中
心
に
垂
ら
す
。
伸
ば
し
た
右
足
は
地
面
を
強
く
踏
み
し
め
、

膝
を
外
側
へ
曲
げ
た
左
足
の
大
腿
部
に
は
、
肩
を
張
っ
て
肘
を
曲
げ
た
左
手
が
添
え
ら
れ
る
の
に
対
し
、
右
手
は
頭
上
へ
持
ち
上
げ
て

払
子
を
握
っ
て
い
る
。
左
手
肘
下
に
は
着
衣
が
掛
け
ら
れ
、
左
肩
背
後
に
は
翼
が
表
さ
れ
て
い
る
。
向
か
っ
て
右
側
の
像
[
図
15]
も、

タ
ー
バ
ン
頭
飾
、
左
右
耳
染
の
大
き
な
耳
飾
り
、
両
上
腕
部
の
腕
釧
、
中
央
で
垂
下
さ
せ
た
腰
布
と
い
っ
た
、
左
側
の
像
と
共
通
し
た

着
衣
を
示
し
て
い
る
。
顔
を
や
や
左
肩
側
へ
傾
け
、
左
足
を
伸
ば
す
の
に
対
し
て
右
腿
を
上
げ
て
膝
を
曲
げ
る
点
は
、
左
側
の
像
と
逆

―
―
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向
き
で
あ
る
が
、
左
手
を
脇
に
添
え
て
右
腕
を
持
ち
上
げ
る
点
は
左
側
の
像
と
同
じ
向
き
を
示
し
て
い
る
。
右
肘
下
お
よ
び
左
肘
周
辺

を
欠
損
し
て
い
る
た
め
、
右
手
に
持
物
が
あ
る
か
ど
う
か
は
判
別
不
可
能
で
、
頭
背
部
は
蛇
の
フ
ー
ド
に
覆
わ
れ
て
い
る
。

持
物
を
も
つ
右
手
を
頭
上
に
掲
げ
、
左
手
を
脇
に
添
え
る
と
い
う
、
左
右
の
像
に
共
通
し
た
姿
勢
は
、
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十

窟
と
同
時
代
の
仏
教
建
築
に
お
い
て
、
入
口
左
右
に
表
さ
れ
た
ド
ヴ
ァ
ー
ラ
パ
ー
ラ
（
守
門
神
）
が
取
る
姿
勢
と
強
い
類
似
性
を
示
し

て
い
る
。
ド
ヴ
ァ
ー
ラ
パ
ー
ラ
は
多
く
の
場
合
、
仏
教
興
隆
以
前
よ
り
民
間
で
信
仰
さ
れ
て
い
た
、
ヤ
ク
シ
ャ
と
呼
ば
れ
る
樹
霊
を
起

源
に
持
つ
神
格
の
形
を
と
っ
て
い
る
(26)
。
ナ
ー
シ
ク
第
十
八
窟
入
口
向
か
っ
て
左
脇
に
表
さ
れ
た
ド
ヴ
ァ
ー
ラ
パ
,
ラ
[
図
17]
は、

両
脇
を
閉
じ
て
左
手
を
垂
下
さ
せ
て
い
る
も
の
の
、
右
手
を
持
ち
上
げ
て
花
を
握
り
、
顔
を
や
や
右
肩
へ
傾
け
る
仕
草
や
、
頭
飾
、
耳

飾
り
、
腕
釧
、
腰
布
と
い
っ
た
着
衣
形
式
は
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
の
像
容
と
よ
く
類
似
し
て
い
る
。
ま
た
、
ナ
ー
シ
ク
第
十

八
窟
と
造
営
年
代
が
近
接
す
る
サ
ー
ン
チ
ー
第
一
塔
塔
門
に
お
い
て
も
、
同
様
の
表
現
が
見
出
さ
れ
る
[
図
ls]o
ナ
1
シ
ク
第
十
八
窟

と
サ
ー
ン
チ
ー
第
一
塔
塔
門
に
お
い
て
、
入
口
脇
に
配
さ
れ
た
ド
ヴ
ァ
ー
ラ
パ
ー
ラ
が
、
宗
教
空
間
の
入
口
で
そ
の
守
護
の
役
割
を
担
っ

て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
類
似
し
た
像
容
表
現
を
示
す
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
の
チ
ャ
イ
テ
ィ
ア
・
ア
ー
チ
尖
頭
部
左
右

の
像
も
ま
た
、
同
様
の
機
能
を
意
図
し
て
造
像
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
の
ド
ヴ
ァ
ー
ラ
パ
ー
ラ
は
、
向
か
っ
て
左
側
の
像
が
翼
、
右
側
の
像
は
蛇
の
頭
巾

を
も
ち
、
ナ
ー
シ
ク
第
十
八
窟
や
サ
ー
ン
チ
ー
第
一
塔
塔
門
の
ド
ヴ
ァ
ー
ラ
パ
ー
ラ
の
よ
う
に
、
人
間
の
男
性
の
形
姿
を
と
る
ヤ
ク
シ
ャ

と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
の
ド
ヴ
ァ
ー
ラ
パ
ー
ラ
を
詳
細
に
考
察
し
た
最
初
期
の
研
究
は
、
有

翼
像
を
怪
鳥
ガ
ル
ダ
、
蛇
の
頭
巾
を
も
つ
像
を
ナ
ー
ガ
ラ
ー
ジ
ャ
（
龍
王
）
と
同
定
し
、
神
話
に
お
い
て
両
者
が
天
敵
と
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
生
来
の
憎
悪
感
情
を
放
棄
し
仏
法
を
信
奉
す
べ
き
と
の
含
意
で
あ
る
と
い
う
図
像
解
釈
を
行
な
っ
て
い
る
(27)

。
蛇
の
頭
巾
を
も

つ
像
が
ナ
ー
ガ
ラ
ー
ジ
ャ
で
あ
る
点
に
関
し
て
は
、
ほ
ぼ
疑
い
の
余
地
が
な
い
の
に
対
し
、
有
翼
像
に
つ
い
て
は
、
ガ
ル
ダ
で
あ
る
と

ジ
ュ
ン
ナ
ル
石
窟
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
の
造
営
意
義
に
関
す
る
一
考
察

―
―
九



ジ
ュ
ン
ナ
ル
石
窟
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
の
造
営
意
義
に
関
す
る
一
考
察

い
う
見
解
の
支
持
・
不
支
持
が
二
分
し
、
ひ
い
て
は
こ
の
読
み
解
き
を
支
持
す
る
か
否
か
が
長
年
議
論
さ
れ
て
き
た
。
ガ
ル
ダ
で
あ
る

と
す
る
見
解
(28)

の
正
統
性
は
、
図
像
解
釈
に
お
け
る
物
語
の
妥
当
性
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
が
、
ガ
ル
ダ
の
擬
人
化
表
現
は
マ
ー

ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
以
前
に
は
全
く
確
認
さ
れ
な
い
た
め
、
も
し
こ
れ
が
ガ
ル
ダ
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
最
初
の
擬
人
化
作
例
と
い

う
こ
と
に
な
る
(29)°

ガ
ル
ダ
で
あ
る
と
い
う
見
解
に
否
定
的
な
立
場
か
ら
は
、
こ
の
像
が
単
に
有
翼
の
天
人
を
表
す
と
主
張
さ
れ
る
(30)

が
、
ナ
ー
ガ
ラ
ー
ジ
ャ
と
有
翼
の
天
人
が
対
を
な
す
例
は
他
に
な
く
、
ま
た
そ
の
図
像
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
意
味
も
不
明
で
あ
る
。
従
っ
て

現
時
点
に
お
い
て
は
、
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
の
ド
ヴ
ァ
ー
ラ
パ
ー
ラ
は
、
ガ
ル
ダ
と
ナ
ー
ガ
が
対
を
な
し
て
い
る
と
の
見
方

が
優
勢
で
あ
る
が
、
ガ
ル
ダ
像
の
擬
人
化
表
現
の
発
生
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

入
口
上
部
の
ブ
ラ
イ
ン
ド
・
ア
ー
チ
の
半
円
区
画
[
図
lg]

は
、
半
蓮
華
と
し
て
意
匠
化
さ
れ
て
お
り
、
七
葉
の
蓮
弁
内
に
人
物
像

お
よ
び
動
物
像
が
浮
彫
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
蓮
弁
型
区
画
の
背
後
に
は
、
さ
ら
に
蓮
弁
の
先
端
部
が
菱
形
の
区
画
を
形
成
し
て
お

り
、
内
側
に
は
開
花
蓮
華
を
表
し
て
い
る
。
蓮
華
は
ほ
か
に
も
、
中
央
と
左
右
端
二
葉
ず
つ
の
計
五
葉
の
蓮
弁
区
画
内
に
表
さ
れ
た
人

物
像
の
両
脇
と
、
中
央
蓮
弁
の
両
脇
区
画
内
に
表
さ
れ
た
象
の
頭
上
、
胴
部
の
前
後
、
台
座
に
お
い
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
イ
ン
ド

に
お
い
て
蓮
華
は
、
仏
教
発
生
以
前
よ
り
吉
祥
の
象
徴
と
さ
れ
、
多
く
の
神
格
表
現
に
お
い
て
持
物
や
台
座
と
し
て
登
場
す
る
(31)

。
マ
ー

ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
の
ブ
ラ
イ
ン
ド
・
ア
ー
チ
に
お
け
る
蓮
華
モ
チ
ー
フ
の
多
用
は
、
民
間
信
仰
に
起
源
を
も
ち
蓮
華
と
と
も
に

表
現
さ
れ
る
、
豊
穣
の
女
神
ラ
ク
シ
ュ
ミ
ー
を
中
心
と
し
た
図
像
構
成
の
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
中
央
の
蓮
弁
に
表
さ
れ
た
ラ
ク
シ
ュ

ミ
l
[図
20]
は
、
右
手
は
施
無
畏
印
を
と
り
左
手
は
腰
に
当
て
、
身
に
つ
け
た
腰
布
の
端
を
体
の
中
央
に
垂
下
さ
せ
て
い
る
。
左
右

脇
の
蓮
弁
に
そ
れ
ぞ
れ
表
さ
れ
た
側
面
図
の
象
は
開
花
蓮
華
上
の
円
板
に
載
り
、
中
央
蓮
弁
の
ラ
ク
シ
ュ
ミ
ー
の
方
を
向
い
て
、
端
の

丸
い
持
物
を
鼻
で
持
ち
上
げ
て
い
る
。
こ
の
三
葉
の
蓮
弁
が
、
ラ
ク
シ
ュ
ミ
ー
が
左
右
か
ら
象
に
潅
頂
を
受
け
る
「
ガ
ジ
ャ
ラ
ク
シ
ュ

ミ
ー
」
（
ガ
ジ
ャ
11
象
）
の
図
像
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
象
の
左
右
外
側
の
各
二
葉
に
は
、
頭
上
で
合
掌
す
る
男
女
の

―
二
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供
養
者
像
[
図
zl
ヽ
22]
が
表
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
中
央
に
向
け
て
体
を
大
き

v傾
け
て
い
る
o

ガ
ジ
ャ
ラ
ク
シ
ュ
ミ
ー
の
主
題
表
現
に
お
い
て
は
、
蓮
華
座
に
そ
れ
ぞ
れ
載
る
左
右
の
象
が
鼻
で
水
瓶
を
持
ち
上
げ
、
中
央
の
ラ
ク

シ
ュ
ミ
ー
に
潅
頂
す
る
と
い
う
基
本
構
成
が
あ
る
も
の
の
、
ラ
ク
シ
ュ
ミ
ー
の
姿
勢
は
様
々
で
、
坐
像
と
立
像
の
両
方
が
あ
る
。
マ
ー

ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
フ
ァ
サ
ー
ド
の
よ
う
に
施
無
畏
印
を
と
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
く
、
右
手
に
は
持
物
と
し
て
蓮
華
を
も
つ
こ
と

が
多
い
。
仏
教
美
術
に
お
い
て
は
最
初
期
か
ら
ガ
ジ
ャ
ラ
ク
シ
ュ
ミ
ー
の
図
像
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
バ
ー
ル
フ
ト
の
欄
楯
メ
ダ

イ
ヨ
ン
浮
彫
に
も
表
さ
れ
て
い
る
(32)
。
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
と
造
営
年
代
が
近
接
す
る
サ
ー
ン
チ
ー
第
一
塔
塔
門
に
お
い
て

も
、
ガ
ジ
ャ
ラ
ク
シ
ュ
ミ
ー
を
表
し
た
パ
ネ
ル
が
八
例
確
認
さ
れ
て
お
り
[
図
祁

r
中
イ
ン
ド
を
中
心
と
す
る
仏
教
建
築
の
荘
厳
に
お

い
て
、
こ
の
民
間
信
仰
的
な
主
題
が
好
ん
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
西
イ
ン
ド
の
石
窟
寺
院
に
お
い
て
ガ
ジ
ャ
ラ
ク
シ
ュ
ミ
ー
の
図
像
は
、
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
の
ほ
か
、

ピ
タ
ル
コ
ー
ラ
ー
第
四
窟
と
ナ
ー
ド
ス
ル
第
七
窟
の
計
三
例
し
か
確
認
さ
れ
な
い
(33)°

ピ
タ
ル
コ
ー
ラ
ー
石
窟
に
つ
い
て
は
、
バ
ー
ル

フ
ト
を
様
式
的
規
範
と
し
て
い
る
と
の
指
摘
が
し
ば
し
ば
な
さ
れ
て
お
り
(34)
、
ピ
タ
ル
コ
ー
ラ
ー
第
四
窟
と
バ
ー
ル
フ
ト
欄
楯
メ
ダ
イ

ヨ
ン
の
ガ
ジ
ャ
ラ
ク
シ
ュ
ミ
ー
図
像
に
は
、
蓮
華
座
上
に
全
て
収
ま
っ
た
象
の
脚
、
端
を
持
ち
上
げ
た
象
の
口
の
開
き
、
ラ
ク
シ
ュ
ミ
ー

の
身
体
表
現
に
お
け
る
、
接
続
さ
れ
た
よ
う
な
印
象
を
う
け
る
腰
と
臀
部
の
ヴ
ォ
リ
ュ
ー
ム
の
強
調
、
下
側
に
開
花
し
た
蓮
華
と
い
っ

た
、
多
く
の
類
似
点
が
見
出
さ
れ
る
[
図

2
4
F
サ
l
ン
チ
ー
第
ェ
冶
の
ガ
ジ
ざ
フ
ク
シ
ユ
ミ

l
図
像
は
ヽ
身
体
表
現
に
お
け
る
各
部
の

接
合
な
ど
が
よ
り
自
然
に
表
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
蓮
華
座
上
の
象
の
脚
や
開
花
蓮
華
の
側
面
図
に
関
し
て
は
、
バ
ー
ル
フ
ト
の
表
現

形
式
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
の
ガ
ジ
ャ
ラ
ク
シ
ュ
ミ
ー
浮
彫
に
つ
い
て
見
る
と
、
象

の
脚
の
姿
勢
や
口
の
開
き
方
、
開
花
蓮
華
の
側
面
図
に
お
い
て
、
こ
こ
で
も
バ
ー
ル
フ
ト
を
起
点
と
す
る
図
像
と
の
強
い
類
似
性
が
確

認
さ
れ
る
。
西
イ
ン
ド
の
前
期
仏
教
石
窟
は
本
来
、
中
イ
ン
ド
の
仏
塔
建
築
の
よ
う
に
主
題
表
現
に
よ
る
荘
厳
を
行
な
わ
な
い
こ
と
か

ジ
ュ
ン
ナ
ル
石
窟
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
の
造
営
意
義
に
関
す
る
一
考
察



マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
の
銘
文
は
、
フ
ァ
サ
ー
ド
の
寄
進
主
を
「
チ
ャ
ン
ダ
と
い
う
名
の
ヤ
ヴ
ァ
ナ
」
と
記
録
し
て
い
る
(
3
5
)
0

ギ
リ
シ
ア
人
を
意
味
す
る
ヤ
ヴ
ァ
ナ
と
い
う
語
は
、
前
期
仏
教
石
窟
の
寄
進
銘
に
お
い
て
は
ジ
ュ
ン
ナ
ル
の
ほ
か
、
カ
ー
ル
レ
ー
石
窟

や
ナ
ー
シ
ク
石
窟
に
も
確
認
さ
れ
る
(36)°

石
窟
寺
院
を
含
む
初
期
仏
教
僧
院
へ
の
寄
進
銘
に
は
、
寄
進
者
名
と
と
も
に
そ
の
職
業
身
分

が
明
記
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
り
、
例
え
ば
ジ
ュ
ン
ナ
ル
石
窟
に
お
い
て
も
、
「
家
長
で
あ
る
ヴ
ィ
ー
ラ
セ
ナ
カ

g
」
「
財
務
官
の
息
子
ス

ラ
ー
サ
ダ
ッ
タ
(38)
」
な
ど
寄
進
者
の
素
性
が
明
確
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ヤ
ヴ
ァ
ナ
銘
の
場
合
に
は
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー

第
四
十
窟
銘
文
も
含
め
、
そ
の
職
業
身
分
に
関
す
る
言
及
は
一
切
見
ら
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
イ
ン
ド
に
お
い
て
ギ
リ
シ
ア
人
は
当
時
、

必
然
的
に
商
人
を
意
味
す
る
存
在
で
あ
っ
た
か
ら
で
(39)
、
ヤ
ヴ
ァ
ナ
の
語
そ
れ
自
体
が
、
商
業
に
携
わ
る
西
方
起
源
の
社
会
層
を
指
す

も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

イ
ン
ド
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ア
人
は
、
紀
元
前
三
世
紀
に
ア
シ
ョ
ー
カ
王
の
も
と
全
盛
を
迎
え
た
マ
ウ
リ
ア
朝
の
時
代
に
そ
の
存
在
感

を
強
め
て
い
っ
た
(40)
。
マ
ウ
リ
ア
朝
の
首
都
パ
ー
タ
リ
プ
ト
ラ
は
、
現
在
の
東
イ
ン
ド
に
位
置
す
る
ビ
ハ
ー
ル
州
パ
ト
ナ
ー
に
あ
た
り
、

地
中
海
地
域
と
の
貿
易
拠
点
で
あ
る
ア
ラ
ビ
ア
海
沿
岸
部
、
す
な
わ
ち
現
在
の
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
と
マ
ハ
ー
ラ
ー
シ
ュ
ト
ラ
州
は
、
王

第
四
章
中
イ
ン
ド
の
仏
教
文
化
と
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
の
関
連
性

ジ
ュ
ン
ナ
ル
石
窟
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
の
造
営
意
義
に
関
す
る
一
考
察

三

ら
、
三
例
し
か
見
出
さ
れ
な
い
ガ
ジ
ャ
ラ
ク
シ
ュ
ミ
ー
表
現
が
、
西
イ
ン
ド
に
お
い
て
独
自
に
発
生
し
た
図
像
構
成
で
あ
る
と
は
考
え

ら
れ
ず
、
様
式
上
の
多
く
の
類
似
点
か
ら
、
仏
教
美
術
の
起
点
で
あ
る
バ
ー
ル
フ
ト
や
そ
れ
を
発
展
さ
せ
た
サ
ー
ン
チ
ー
な
ど
、
同
時

代
の
仏
教
文
化
の
中
心
地
で
あ
る
中
イ
ン
ド
の
影
響
を
受
け
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。



朝
の
繁
栄
と
維
持
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
要
で
あ
っ
た
。
ア
シ
ョ
ー
カ
王
は
北
イ
ン
ド
の
ほ
ぼ
全
域
に
わ
た
る
支
配
地
域
の
道
路
網
を

整
備
し
、
そ
の
要
衝
に
お
い
て
岩
壁
や
石
柱
に
法
勅
を
刻
ま
せ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
ジ
ュ
ナ
ー
ガ
ル
と
マ
ハ
ー
ラ
ー

シ
ュ
ト
ラ
州
ソ
ー
パ
ー
ラ
に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
る
。
特
に
前
者
に
お
い
て
は
、
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
を
含
む
サ
ウ
ラ
ー
シ
ュ
ト
ラ
半
島

一
帯
の
マ
ウ
リ
ア
朝
総
督
と
し
て
、
ト
ウ
シ
ャ
ー
ス
パ
と
い
う
名
の
「
ヨ
ー
ナ

(Yona)
」
す
な
わ
ち
ギ
リ
シ
ア
人
が
派
遣
さ
れ
た
こ
と

を
記
録
し
て
お
り
(41)

、
ま
た
ア
シ
ョ
ー
カ
王
治
世
下
に
王
朝
首
都
で
開
催
さ
れ
た
仏
教
の
第
三
次
結
集
に
お
い
て
は
、
王
朝
の
支
配
地

域
に
お
け
る
仏
教
伝
道
の
任
務
に
ギ
リ
シ
ア
人
も
含
ま
れ
て
い
る
(42)
。
こ
う
し
た
事
実
か
ら
は
、
マ
ウ
リ
ア
時
代
に
商
業
経
済
が
飛
躍

的
発
達
を
遂
げ
、
旧
来
の
農
村
社
会
に
属
さ
な
い
新
た
な
社
会
階
級
で
あ
る
商
人
層
が
有
力
と
な
り
、
既
存
の
社
会
構
造
に
則
し
た
バ

ラ
モ
ン
教
を
否
定
し
た
仏
教
が
拡
大
発
展
す
る
土
壌
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
イ
ン
ド
に
お
け
る
商
業
経
済
の
発
展
に
大

き
く
寄
与
し
た
ギ
リ
シ
ア
人
の
多
く
は
仏
教
を
支
持
し
、
ア
シ
ョ
ー
カ
王
は
商
業
を
重
視
す
る
戦
略
か
ら
仏
教
を
厚
く
保
護
し
た
の
で
、

商
業
と
仏
教
が
相
互
に
関
連
し
な
が
ら
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
と
な
り
、
ま
た
ギ
リ
シ
ア
人
の
イ
ン
ド
社
会
へ
の
定
着
も
促
進
さ
れ
た
。

マ
ウ
リ
ア
朝
の
首
都
パ
ー
タ
リ
プ
ト
ラ
は
支
配
地
域
の
東
端
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
マ
デ
ィ
ア
・
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
州
と
グ

ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
の
州
境
地
帯
に
あ
た
る
マ
ー
ル
ワ
ー
地
方
の
商
業
都
市
ウ
ッ
ジ
ャ
イ
ン
に
、
王
朝
支
配
に
お
け
る
西
側
の
拠
点
が
置
か

れ
た
(43)
。
現
在
の
マ
デ
ィ
ア
・
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
州
に
属
し
、
ベ
ー
ト
ワ
ー
河
流
域
に
位
置
す
る
ヴ
ィ
デ
ィ
シ
ャ
ー
は
、
両
都
市
の
中
間

地
点
で
水
陸
双
方
の
交
通
の
要
衝
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
中
イ
ン
ド
の
商
業
拠
点
と
し
て
発
展
を
遂
げ
、
そ
れ
に
伴
っ
て
中
イ
ン
ド
に

お
け
る
仏
教
文
化
の
拠
点
と
し
て
も
繁
栄
し
た
。
ベ
ー
ス
ナ
ガ
ル
（
ヴ
ィ
デ
ィ
シ
ャ
ー
の
古
代
名
）
の
ガ
ル
ダ
柱
と
し
て
知
ら
れ
る
一

本
岩
の
独
立
柱
は
、
現
在
の
パ
キ
ス
タ
ン
に
位
置
す
る
タ
ク
シ
ラ
ー
の
ギ
リ
シ
ア
人
勢
力
か
ら
、
マ
ウ
リ
ア
朝
の
後
継
勢
力
で
あ
る
シ
ュ

ン
ガ
朝
に
遣
わ
さ
れ
た
大
使
ヘ
リ
オ
ド
ロ
ス
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
旨
の
銘
文
を
有
し
て
お
り
(44)

、
マ
ウ
リ
ア
朝
以
来
ヤ
ヴ
ァ
ナ
が
イ

ン
ド
の
商
業
拠
点
と
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ジ
ュ
ン
ナ
ル
石
窟
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
の
造
営
意
義
に
関
す
る
一
考
察

三



ジ
ュ
ン
ナ
ル
石
窟
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
の
造
営
意
義
に
関
す
る
一
考
察

ヴ
ィ
デ
ィ
シ
ャ
ー
郊
外
に
位
置
す
る
サ
ー
ン
チ
ー
仏
塔
群
は
、
商
業
都
市
に
近
接
す
る
こ
と
か
ら
、
ア
シ
ョ
ー
カ
王
が
そ
の
掌
握
を

示
し
て
法
勅
柱
を
建
立
す
る
と
と
も
に
第
一
塔
の
基
礎
を
築
い
て
以
来
、
イ
ン
ド
全
域
か
ら
こ
の
地
を
訪
れ
る
商
人
層
や
出
家
か
ら
豊

富
な
寄
進
が
集
ま
り
、
仏
陀
の
弟
子
や
サ
ー
ン
チ
ー
地
方
で
宗
教
活
動
を
行
な
っ
た
高
僧
を
祀
る
仏
塔
の
建
立
や
拡
張
が
次
々
に
展
開

さ
れ
た
結
果
、
中
イ
ン
ド
の
一
大
仏
教
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
た
(45)

。
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
と
造
営
年
代
が
近
接
す
る
サ
ー
ン
チ
ー

第
一
塔
塔
門
に
は
、
本
稿
第
三
章
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
前
期
仏
教
石
窟
が
集
中
的
に
分
布
す
る
西
デ
カ
ン
地
方
を
支
配
し
た
サ
ー

タ
ヴ
ァ
ー
ハ
ナ
朝
の
第
三
代
サ
ー
タ
カ
ル
ニ
の
エ
人
に
よ
る
寄
進
の
ほ
か
、
サ
ー
タ
ヴ
ァ
ー
ハ
ナ
朝
の
首
都
で
あ
っ
た
プ
ラ
テ
ィ
シ
ュ

タ
ー
ナ
（
現
在
の
マ
ハ
ー
ラ
ー
シ
ュ
ト
ラ
州
パ
イ
タ
ー
ン
）
の
住
人
か
ら
の
寄
進
も
四
例
確
認
さ
れ
る
(46)

こ
と
か
ら
、
双
方
の
都
市
間

に
人
的
お
よ
び
物
的
往
来
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ア
ラ
ビ
ア
海
貿
易
の
拠
点
で
あ
る
西
デ
カ
ン
地
域
を
掌
握
し
た
サ
ー
タ

ヴ
ァ
ー
ハ
ナ
朝
は
、
首
都
プ
ラ
テ
ィ
シ
ュ
タ
ー
ナ
の
ほ
か
に
も
、
ソ
ー
パ
ー
ラ
や
カ
リ
ア
ー
ン
と
い
っ
た
港
湾
都
市
か
ら
内
陸
へ
入
り
、

北
部
お
よ
び
中
部
イ
ン
ド
の
商
業
都
市
へ
と
結
ぶ
交
通
網
が
必
要
で
あ
っ
た
。
ジ
ュ
ン
ナ
ル
は
、
ア
ラ
ビ
ア
海
沿
岸
部
を
縦
断
す
る
ヴ
ィ

ン
デ
ィ
ア
山
脈
を
越
え
る
上
で
、
最
良
の
経
路
で
あ
る
ナ
ー
ナ
ー
ガ
ー
ト
に
近
接
し
、
ウ
ッ
ジ
ャ
イ
ン
ヘ
と
北
上
す
る
交
易
の
要
衝
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
(47)

、
ウ
ッ
ジ
ャ
イ
ン
以
北
及
び
以
東
の
ヴ
ィ
デ
ィ
シ
ャ
ー
、
カ
ウ
シ
ャ
ー
ン
ビ
ー
を
経
て
シ
ュ
ラ
ー
ヴ
ァ
ス
テ
ィ
ー

に
至
る
北
イ
ン
ド
の
主
要
路
(48)

と
も
密
接
に
関
連
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
フ
ァ
サ
ー
ド
の
寄

進
が
ギ
リ
シ
ア
人
商
人
に
よ
る
も
の
で
あ
る
一
方
で
、
中
イ
ン
ド
の
仏
教
美
術
に
お
い
て
好
ま
れ
た
、
土
着
的
な
ガ
ジ
ャ
ラ
ク
シ
ュ
ミ
ー

主
題
が
表
現
さ
れ
る
と
い
う
造
営
状
況
は
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
矛
盾
を
学
ん
で
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
イ
ン
ド
に
お
い
て
、
ギ
リ

シ
ア
人
に
よ
る
イ
ン
ド
文
化
の
受
容
が
積
極
的
に
展
開
さ
れ
た
と
い
う
背
景
を
踏
ま
え
る
と
、
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
に
は
、

商
業
を
媒
介
と
し
て
そ
れ
ら
の
地
域
と
結
ば
れ
た
ジ
ュ
ン
ナ
ル
地
域
の
社
会
状
況
、
さ
ら
に
は
紀
元
前
後
の
西
デ
カ
ン
に
お
け
る
仏
教

と
社
会
経
済
の
関
係
が
映
し
出
さ
れ
て
い
る
と
理
解
さ
れ
る
。

―
二
四



本
稿
に
お
い
て
は
、
前
期
仏
教
石
窟
の
中
で
も
最
大
規
模
の
窟
数
を
有
す
る
ジ
ュ
ン
ナ
ル
石
窟
の
う
ち
、
装
飾
表
現
の
豊
富
さ
か
ら
、

様
式
的
考
察
を
可
能
と
す
る
数
少
な
い
チ
ャ
イ
テ
ィ
ア
窟
で
あ
る
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
に
つ
い
て
、
堂
内
の
構
造
、
フ
ア
サ
ー

ド
の
浮
彫
表
現
、
銘
文
の
字
体
と
内
容
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
造
営
年
代
を
推
定
す
る
と
と
も
に
、
造
営
の
背
景
に
あ
る
社
会

状
況
を
考
察
し
た
。
紀
元
前
後
に
盛
ん
に
展
開
さ
れ
た
仏
教
石
窟
の
開
盤
は
、
紀
元
前
三
世
紀
を
頂
点
と
す
る
マ
ウ
リ
ア
朝
支
配
に
よ
っ

て
、
国
内
外
双
方
の
交
易
網
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
と
大
き
く
関
わ
っ
て
お
り
、
商
業
を
基
盤
と
す
る
社
会
経
済
の
発
展
が
仏
教
の
普
及

を
促
進
し
た
と
理
解
さ
れ
る
。
西
イ
ン
ド
の
前
期
仏
教
石
窟
に
お
い
て
は
珍
し
い
主
題
表
現
が
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
に
お
い

て
見
出
さ
れ
る
の
も
、
中
イ
ン
ド
の
商
業
拠
点
で
あ
り
、
仏
教
美
術
の
先
進
地
域
で
も
あ
る
ヴ
ィ
デ
ィ
シ
ャ
ー
と
ジ
ュ
ン
ナ
ル
が
、
商

業
を
媒
介
と
し
て
結
ば
れ
て
い
た
こ
と
に
起
因
し
、
様
式
的
影
響
を
受
け
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
稿
も
含
め
て
、
ジ
ュ
ン
ナ
ル
石
窟
群
そ
れ
自
体
の
存
在
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
今
後
の
目
標
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

社
会
状
況
の
展
開
と
様
式
的
変
遷
を
密
接
な
も
の
と
捉
え
、
こ
こ
で
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
考
古
学
や
古
銭
学
の
成
果
も
生
か
す
こ
と

に
よ
っ
て
、
造
形
美
術
に
主
要
な
着
眼
点
を
据
え
つ
つ
も
、
よ
り
多
角
的
に
紀
元
前
後
の
仏
教
僧
院
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

註(
1
)
平
岡
三
保
子
「
西
イ
ン
ド
の
石
窟
寺
院
ー
仏
教
石
窟
寺
院
の
発
生
と
展
開
ー
」
『
世
界
美
術
大
全
集

0
0
0年
）
二
百
五
十
七
頁
。

ジ
ュ
ン
ナ
ル
石
窟
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
の
造
営
意
義
に
関
す
る
一
考
察

第
五
章
む
す
び
に
代
え
て

ー
ニ
五

東
洋
編
イ
ン
ド

(
1
)
』
（
小
学
館
、



ジ
ュ
ン
ナ
ル
石
窟
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
の
造
営
意
義
に
関
す
る
一
考
察

(
2
)
イ
ン
ド
考
古
局
に
よ
る
分
類
は
、
各
丘
陵
を
一
支
群
と
見
な
し
、
丘
陵
名
を
支
群
名
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
町
の
南
方
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

に
あ
る
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
丘
陵
、
西
方
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
シ
ヴ
ネ
ー
リ
ー
丘
陵
、
西
方
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
ト
ゥ
ル
ジ
ャ
ー
丘
陵
、
北
方
四
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
レ
ー
ニ
ア
ー
ド
リ
ー
丘
陵
で
あ
る
。
一
般
に
は
さ
ら
に
、
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
石
窟
と
シ
ヴ
ネ
ー
リ
ー
石
窟
を
そ
れ
ぞ
れ
三
支
群
に
、

レ
ー
ニ
ア
ー
ド
リ
ー
石
窟
を
二
支
群
に
分
け
て
理
解
し
て
い
る
。
M
.
K
•
D
h
a
v
a
l
i
k
a
r
,

L
a
t
e
 H
i
n
a
y
a
n
a
 C
a
v
e
s
 o
f
 W
e
s
t
e
r
n
 India, 
P
o
o
n
a
,
 

一984,
pp. 
12,28. 

(
3
)
窟
数
に
つ
い
て
は
、
崇
拝
対
象
で
あ
る
仏
塔
（
ス
ト
ゥ
ー
パ
）
を
祀
る
礼
拝
窟
（
チ
ャ
イ
テ
ィ
ア
窟
）
と
、
出
家
の
居
住
空
間
で
あ
る
僧
院
窟

（
ヴ
ィ
ハ
ー
ラ
窟
）
の
み
を
算
出
対
象
と
す
る
場
合
と
、
そ
れ
ら
に
加
え
て
貯
水
槽
も
窟
数
に
含
め
る
場
合
と
が
あ
る
。
イ
ン
ド
考
古
局
は
、
前
者

の
方
法
に
基
づ
い
て
石
窟
本
体
に
窟
番
号
を
付
し
て
お
り
、
一
九
七

0
年
代
ま
で
の
研
究
の
多
く
は
こ
れ
に
従
う
。
V
i
d
y
a
Dehejia,"Early B
u
d
d
'
 

hist C
a
v
g
a
t
 J
u
n
n
a
r
"
`
A
r
t
i
b
u
s
 Asiae, X
X
X
I
疇一
9
6
9

(
以
下
、

Dehejia,
A
A
と
略
）
,
p.147.

こ
れ
に
対
し
、
近
年
の
歴
史
学
研
究
が
、
仏

教
僧
院
の
維
持
に
お
け
る
貯
水
槽
の
重
要
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
九
八

0
年
代
以
降
の
研
究
に
お
い
て
は
、
後
者
の
方
法
、
す
な

わ
ち
貯
水
槽
を
含
め
た
窟
数
の
算
出
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。
ジ
ュ
ン
ナ
ル
石
窟
は
こ
れ
に
基
づ
く
と
、
チ
ャ
イ
テ
ィ
ア
窟
十
窟
、
ヴ
ィ
ハ
ー
ラ
窟

百
七
十
四
窟
、
貯
水
槽
百
十
五
窟
で
、
分
類
不
可
能
で
あ
る
未
完
窟
を
加
え
る
と
総
計
三
百
二
十
四
窟
と
算
出
さ
れ
る
。

D
h
a
v
a
l
i
k
a
r
,
op. cit., 
p. 

12. 

(
4
)
D
e
h
e
j
i
a
,
 AA,0'P・ 
cit.、
pp.
165,166. 

(
5
)
平
岡
、
前
掲
書
、
二
百
五
十
八
頁
。

(
6
)
S
e
s
h
a
b
h
a
t
t
a
 N
a
g
a
r
a
j
u
,
 B
u
d
d
h
i
s
t
 Architecture o
f
 
W
e
s
t
e
r
n
 India, 
D
e
l
h
i
`
1
9
8
1
,
 pp. 
140,159. 

(
7
)
、ヽ'idya
Dehejia, E
a
r
l
y
 B
u
d
d
h
i
s
t
 R
o
c
k
 Temples, 
L
o
n
d
o
n
,
 1
9
7
2
 
(
以
下
、

Dehejia,
E
B
R
T
と
略
）
,
p. 
73. 

(
8
)
I
b
i
d
.、
pp.
81,82. 

(
9
)
平
岡
、
前
掲
書
、
二
百
六
十
頁
。

(
1
0
)
D
e
b
a
l
a
 Mitra, B
u
d
d
h
i
s
t
 M
o
n
u
m
e
n
t
s
,
 Calcutta, 
1971, 
p.169.
肥
塚
隆
「
S
a
t
a
v
a
h
a
n
a
朝
の
仏
教
石
窟
」
『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
（
一

九
七
三
年
）
五
十
一

S
五
十
二
頁
。

(
1
1
)
N
a
g
a
r
a
j
u疇

op.
cit., 
p
p
. 72,77・ 

(
1
2
)
J
a
m
e
s
 B
u
r
g
e
s
s
 a
n
d
 B
h
a
g
v
a
n
l
a
l
 Indraji, Inscriptions f
r
o
m
 the 
C
a
v
e
,
T
e
m
p
l
e
s
 o
f
 u;
、'estern
India, B
o
m
b
a
y
,
 1881, pp. 
43,44•H. 

Lilders,"A List o
f
B
r
a
h
m
i
 Inscriptions", 
E
p
i
g
r
a
p
h
i
a
 Indica, X
,
 A
p
p
e
n
d
i
x
,
 Calcutta, 1912, p. 
131. J
a
m
e
s
 
Burggs,••Report 

o
n
 the 

―
二
六



B
u
d
d
h
i
s
t
 C
a
v
e
 T
e
m
p
l
e
s
 a
n
d
 T
h
e
i
r
 Inscriptions", 
Archaeological S
u
r
v
e
y
 o
f
 W
e
s
t
e
r
n
 India, IV, Reprint, N
e
w
 Delhi, 1
9
9
4
 
(以

下
、
B
u
r
g
g
s
•
A
S
W
I

I
く
と
略
）
,
p. 
9
5
 
(Original Edition, L
o
n
d
o
n
,
 1
8
8
3
)
.
 

(
1
3
)
D
g
e
j
i
a
,
 E
B
R
T
.
 op. 
cit., 
p
p
.
2
0
<

芯

0
5
•
N
a
g
a
r
a
j
u
,

op. 
cit., 
C
h
a
r
t
 III・ 

(
1
4
)
B
u
r
g
g
s
,
 A
S
W
I
 IV. op. dt., 
p. 99. E. S
e
n
a
r
t
,
"
T
h
e
 Inscriptions in the C
a
v
g
a
t
 N
a
s
i
k
"
,
 
E
p
i
g
r
a
p
h
i
a
 Indica, 
VIII•Reprint, 

N
e
w
 

Delhi, 
1981, p. 
91 
(Original Edition, Calcutta, 
1
9
0
5
,
1
9
0
6
)
.
 

(
1
5
)
G
.
 BUhler,''The N
a
n
a
g
h
a
t
 Inscriptions", 
in J
a
m
g
B
u
r
g
g
s
,
 "R
e
p
o
r
t
 o
n
 the E
l
u
r
a
 C
a
v
e
 T
e
m
p
i
g
a
n
d
 the B
r
a
h
m
a
n
i
c
a
l
 a
n
d
 

J巴
n
a
C
a
v
g
i
n
 W
g
t
e
r
n
 India", 
Archaeological 
S
u
r
v
e
y
 
o
f
 
W
e
s
t
e
r
n
 
India, 
V
,
 Reprint, 
N
e
w
 Delhi, 
1994, 
p. 
6
4
 
(Original 

Edition, L
o
n
d
o
n
`
1
8
8
3
)
.
 

(16)Ibid., pp. 65,68. 

(
1
7
)
A
j
a
y
 M
i
t
r
a
 Shastri," 
P
u
r
a
n
a
s
 o
n
 the Satavahanas: A
n
 A
r
c
h
a
8
l
o
四
cal-Historical
Perspective", 
in A
j
a
y
 M
i
t
r
a
 Shastri, 
ed., 

T
h
e
 A
g
e
 o
f
 the S
a
t
a
v
a
h
a
n
a
s
,
 Vol. I, 
N
e
w
 Delhi, 
1999, p. 
25. 

(18)
ダ
ヴ
ァ
リ
カ
ー
ル
は
、
平
天
井
の
空
間
に
基
壇
か
ら
傘
蓋
ま
で
一
枚
石
で
ス
ト
ゥ
ー
パ
を
彫
り
だ
し
た
最
初
の
例
は
、
同
じ
ジ
ュ
ン
ナ
ル
石
窟

マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
丘
陵
に
開
盤
さ
れ
た
、
ア
ン
ビ
カ
ー
石
窟
の
第
二
十
五
窟
で
あ
る
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
彼
に
よ
る
と
、
紀
元
後
第
二
四

半
期
の
造
営
と
さ
れ
る
ア
ン
ビ
カ
ー
石
窟
の
チ
ャ
イ
テ
ィ
ア
窟
で
あ
る
第
二
十
六
窟
の
開
盤
が
、
岩
盤
の
崩
落
に
よ
っ
て
放
棄
さ
れ
、
代
替
的
な

チ
ャ
イ
テ
ィ
ア
窟
の
礼
拝
機
能
の
必
要
性
か
ら
、
第
二
十
六
窟
の
東
隣
に
第
二
十
五
窟
が
造
営
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
第
二
十
五
窟
の
造
営
年
代
は
、

第
二
十
六
窟
の
造
営
年
代
と
ほ
ぼ
同
時
期
か
や
や
下
る
と
考
え
ら
れ
る
。

D
h
a
v
a
l
i
k
a
r
,
op. 
dt., 
p. 
1
9
.
1
4
基
の
奉
献
ス
ト
ゥ
ー
パ
を
祀
る
バ
ー

ジ
ャ
ー
第
十
五
窟
に
お
い
て
も
、
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
二
十
五
窟
と
同
形
式
の
ス
ト
ゥ
ー
パ
が
確
認
さ
れ
る
が
、
銘
文
の
字
体
形
式
の
分
析
が
未

だ
に
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
造
営
年
代
は
不
明
で
あ
る
。
デ
ヘ
ジ
ア
は
、
バ
ー
ジ
ャ
ー
石
窟
全
体
の
開
盤
が
、
紀
元
前
一
世
紀
初
頭
の
チ
ャ
イ
テ
ィ
ア

窟
造
営
を
起
点
と
し
て
、
四
十
年
以
上
か
か
っ
て
は
い
な
い
と
の
見
解
を
提
示
し
て
い
る
。

Dehejia,
E
B
R
T
.
 op. 
cit., 
pp. 153-154.
こ
れ
に
従

う
と
、
地
面
及
び
天
井
と
接
し
た
一
枚
石
の
ス
ト
ゥ
ー
パ
が
、
紀
元
前
一
世
紀
に
既
に
現
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
バ
ー
ジ
ャ
ー
第
十
五
窟
の
不

規
則
な
プ
ラ
ン
は
、
明
ら
か
に
後
代
の
拡
張
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
増
床
部
分
す
な
わ
ち
奥
壁
付
近
の
ス
ト
ゥ
ー
パ
に
お
い
て
の
み
、
傘
蓋
と
天
井

が
接
し
て
い
る
の
が
見
ら
れ
、
西
イ
ン
ド
の
他
の
石
窟
寺
院
に
お
い
て
は
、
こ
の
様
式
は
紀
元
後
二
世
紀
以
降
に
初
め
て
現
れ
る
。
従
っ
て
、
バ
ー

ジ
ャ
ー
第
十
五
窟
の
ス
ト
ゥ
ー
パ
に
は
年
代
幅
が
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
全
て
紀
元
前
一
世
紀
に
帰
せ
ら
れ
る
可
能
性
は
低
い
。

(
1
9
)
N
a
g
a
r
a
j
u
,
 op. 
cit., 
p. 
74. 

ジ
ュ
ン
ナ
ル
石
窟
マ
ー
ン
モ
ー
デ
ィ
ー
第
四
十
窟
の
造
営
意
義
に
関
す
る
一
考
察

ー
ニ
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蕗

t,-~
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<、

(~
) 

Alexander C
u
n
n
i
n
g
h
a
m
,
 
T
h
e
 Stupa o

f
 Bharhut, 

Second Edition, 
Varanasi, 

1962, 
pp. 

113-116 
(First 

Edition, 
L
o
n
d
o
n
,
 

1
8
7
9
)
.
 

(~
) 

J
o
h
n
 Marshall a

n
d
 Alfred Foucher, 

T
h
e
 M
o
n
u
m
e
n
t
s
 o
f
 Sanchi, 

Vol. 
I, 
L
o
n
d
o
n
,
 1940, pp. 

36-37. 

（器）
Dehejia,

E
B
R
T
,
 op. 

cit., 
pp. 

83-91. 

ぼ
）

Nagaraju,
op. 

cit., 
p. 

152. 

（;;:;) 
Dehejia, A

A
,
 op. 

cit., 
p. 

152. 

ぼ
）

Michael
Willis, 

Buddhist Reliquaries, 
L
o
n
d
o
n
,
 2000, pp. 

58-60. 

（
~
)
，
怜
田
華
「
ト
:
入
ギ
，
ヽ
へ
一
田
艇
足
沿
お
心
ヤ
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0
2
ド
ー
抵
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L
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入
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＋
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嵐゚

(~
) 

Gazetteer o
f
 the B

o
m
b
a
y
 Presidency, 

Vol. 
XVIII, B

o
m
b
a
y
,
 1885, p. 

183. 

啜
）

J
o
a
n
n
a
Williams,"An Unfinished Chaitya Hall: Junnar, M

a
n
m
o
d
i
 39", 

Ars 
Orienta/is 

8, 
1970, 

p. 
186. 

Nagaraju, op. 
cit., 

p. 
152. Dhavalikar, op. 

cit., 
p. 

14. 
Y. S. 

A
l
o
n
e
,
"
F
o
r
m
 a
n
d
 Patronage in Junnar Chaitya Caves", 

Bulletin o
f
 the D

e
c
c
a
n
 College 

Post-Graduate a
n
d
 Research Institute, 

56-57, 
1996-1997, p. 

109. 
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Williams,
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cit., 
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186, f. 
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)
 
Dehejia, A

A
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p. 

152. 
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Susan L. 

Huntington, 
T
h
e
 Art o
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 Ancient India, 

N
e
w
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o
r
k
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n
d
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o
k
y
o
,
 1985, p. 

723. 
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C
u
n
n
i
n
g
h
a
m
,
op. 

cit., 
Plate. 
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V
I
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 I. 
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Dehejia,

E
B
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T
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118-123. 
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Willis,
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S
W
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1.古代インド美術史跡地図 (afterSusan L. Huntington, The Art of Ancient India, New 

York and Tokyo, 1985, map 3) 
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マーンモーディー第40窟平面図 (afterM. K. Dhavalikar, Late Hinayana Caves of 
Western India, Poona, 1984, p. 15) 
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